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歌番号による。
四
　
弄花軒祖能『新勅撰和歌集抄』本文については、適宜、大
取一馬氏 『新勅撰和歌集古注釈とその研究 〔下〕 』 （思文閣出版）を参照した。五
　
漢字の字体は通行のものを用い、反復記号（）は「々」
を用いた。また、適宜句読点を付した。
六
　
疑問と思われる箇所には、 （ママ）と傍記した。見せけち
と思われるところは・・とした。
七
　
祖能『新勅撰和歌集抄』の解題等については、翻字完了後
に頭注者考察とあわせ記す。
翻
　
字
新勅撰和歌集抄
　　
巻第五
　　
秋歌下
凡例
一
　
黒川真頼が、弄花軒祖能『新勅撰和歌集抄』 （八冊、縦
２６ ・ ８㎝×横１８ ・ ６㎝、寛政十一年版）に朱墨（朱書と墨書は別筆）で頭注を書入れた、ノートルダム清心女子大学蔵黒川本（黒八Ｂ四七） 翻字し ものである。
二
　
翻字は、頭注のある歌のみを抜き出しておこなった。今回
は秋歌下・冬を取り上げる。なお、印刷の都合上、ここでは頭注 それぞれ注釈本文の後に〈頭注〉として掲げゴチックで示した。朱書はその部分をー線で示し、右に朱と記した。
　
春歌上下は 『清心語文第七号』 （二〇〇五年発行） 、 夏歌は 『工藤進思郎先生退職記念論 ・随想集』 （二 〇九年発行） 、秋上は『清心語文』第十二号（二〇一〇年九月発行）に 表。
三
　
歌番号は『新編国歌大観』第一巻所収『新勅撰和歌集』の
黒川真頼頭注『新勅撰和歌集抄』 （弄花軒祖能）
　
四
　〈翻字〉
平
　
井
　
啓
　
子
五八
わさ田は早稲田也。をしねは晩稲也。わさ田のをしねといふは。わさ田のかたへに植 をしねか。又はわせ 中のをくての意にても有へし。九品といふも上中下にをの〳〵三品有て九品なるか如く。わせといふ中に わせ中て くての三 あり。中てをくても又々しかり。続古今秋部に
　
し
ら露 をくてのをしね打なひきともよめ 且わさ田のをしねとは俊頼朝臣 歌にもよめり
〈頭注〉をしねはいね也。をしの反はなり
　
是にて不審なし。
兵部卿も
陽成院第一皇子
とよしのみこ、
朱
しかの山こえの方に時々かよひ
すみ侍ける家
別業也
を見にまかりてかきつけ侍ける、
朱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
としこ
大江国渕女
かりにのみくる君まつとふり出て
つゝイ
鳴しか山は秋そかなしき
古今
　
おく山に紅葉ふみ分鳴鹿のこゑきく時そあきはかな
しき鳴鹿を志賀山にいひかけたり。かりそめに み る君 待わひてや。声に立て鹿の鳴山は。いつよりも秋の感あ を悲しきと云也 山館の閑寂なる所に秋尋ね来て。鹿 こゑも主のみこを待ならんと聞なして秋情を催すよし也 さて悲しきといふにもさま〳〵有へし。爰の悲しきはあまの小
　　　
後京極摂政百首歌よませ侍けるに
　　　　　　　
小侍従
いくめくり過行秋にあひぬらんかはらぬ月のかけをなかめて
（二九四）
〈頭注〉小侍従か長命なりし事を注したくや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
八条院六条
秋のよは物思ふことのまさりつゝいとゝ露けきかたしきの袖
（二九五）
古今
　
いつはとは時はわかねと秋の夜そ物おもふことのか
きりなりける々
　
ひとりぬる床は草葉にあらねとも秋くるよひは露けか
りけり
〈頭注〉かたしきは独ねの事也　　　
うへのおのことも秋十首歌つかうまつりけるに
                                           右衛門督為家
かたをかのもりのこのはも色つきぬわさ田のをしね今やからし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（二九七）
新古今人丸
　
さをしかの妻とふ山の岡へなるわさ田はから
し霜はをくとも
五九
世とわひて鳴よし也。さて八条院は常盤の蓮華心院にましませは。高倉も同所に居られし成へし。嵯峨 東なり
〈頭注〉しかそすむは如是とすむの心也　　　　　　
ニハ
　
　　
澗庭鹿と
庭は
い写誤か
ふ心をよみ侍ける
　　　　　　　
正三位知家
さをしかの朝ゆく谷の埋れ水かけたに見えぬ妻をこふらん　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
（三〇九）
谷水もみくさなとに埋れて新たに見えぬ妻を恋らんと也。鹿カケ
毛を添たる成べし。
須磨巻
　
別れても影たにとまる物ならは鏡を見てもなくさ
みてまし
〈頭注〉
影たにゝ鹿毛を添ては鹿の字二所に出るにや。あまり
委し過たるへし。
　　　
題しらす
　　　　　　　　　　　　　　　　　
如願法師
さをしかの鳴くねもいたく更にけりあらしの後 山のはの月　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三一〇）
上句は明也。下句は嵐の雲霧なとを吹払ふて後に山のはの月をみたるさま成へし。 折節なく鹿の音も更 聞ゆる意也。又は嵐山の後
シリヘ
の山のはに落かゝる月をあらしの後の山と添
船の綱手悲しもに似よりたる悲し也。面白き意を含めり。感に堪さるこの山館の趣又は鳴鹿のこゑなと悲しといはんより外 相当する詞のなけれは也。総て和語は文字数なけれは。詞は同しくて意味は程々に点変しさま〳〵の意趣を含む物也 本朝のたらになと古徳のいへるは此故也。かりは狩にもかけて云也。古今
　
野とならはうつらとなきて年はへんかりた
マ
にやは君
はこさらん
〈頭注〉ふり出の注きかまほし。　　　
健保六年内裏歌合秋歌
　　　　　　　　　　
八条院高倉
我庵はをくらの山の近けれはうきよをしかと鳴ぬ日そなき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三〇六）
古今
　
わか庵はみやこのたつみしかそすむよをうち山と人
はいふなり大和物語
　
われもしかなきてそ人に恋られし今こそよそに
こゑをのみきけうきよをしかとは。うきよと名付たるもしかり。実にうき世そと鳴ぬ日はなしとの意也。うき世を鹿とともに我も鳴との意を兼たり。鹿は時に感してなく。我はうき世をうき
六〇
日をへては秋風寒みさをしかのたちのゝまゆみ紅葉しにけり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三三四）
六帖
　
さをしかのたちのゝまゆみ色つきてやゝはた寒く夜
はなりにけりまゆみは木の名也。立野は武蔵也。鹿の立とつゝけて意は明也
〈頭注〉ま
朱
ゆみの木也
　　　
健保二年秋歌奉りけるに
　　　　　　　　　　　
内大臣
湊摂津
川秋ゆく水の色そこき残る山なく時雨ふるらし
　　
（三四一）
古今
　
龍田川もみちは流る神なみのみむろの山にしくれふ
るらし
〈頭注〉
みなと川・・
　
こ
木ノマヽ
        
ろの
山の紅葉の水にうつろふさまを
いへり。
　　　
題しらす
　　　　　　　　　　　　　　　　　
法印覚寛
染のこす梢もあらし村しくれ猶あかなくの山めくり哉
してイ
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
（三五〇）
今は染残す梢もあらじを。猶時雨のあかす山をめくりて染んとするかと見なす也。猶あかすといふに猶赤くなるの余
ていへるか。題しらすなれは一決はしかたし
〈頭注〉あらし山の後のといふより下の注むつかしくや。　　　
秋歌よみ侍けるに
　　　　　　　　　　　
権大納言忠信
なく〳〵も行てはきぬる初雁の涙の色をしる人そなき （三一八）
古今
　
鳴わたる雁のなみたやおちつらんものおもふやとの
萩の上の露春ハルユク
行にも秋くるにも鳴雁の涙の色をしる人そなきといへる
は我多くの春秋をなきくらす述懐によそへたる成へし。古今
　
をくら山みね立ならしなく鹿の経にけん年をしる人
そなきの類也
〈頭注〉述懐の心はなくてみるかまされり。　　　
擣衣の心をよみ侍ける
　　　　　　　　　　　
曽祢好忠
衣うつきぬたの音をきくなべに霧たつ空に雁そ鳴なる （三二二）
きくなへにはきくからにといふほと 事也なへの詞春の上に委し意は明也。是も彼も秋寒き比の事ども
〈頭注〉なへはならひ也。引きつゝく意也　　　
題しらす
　　　　　　　　　　　　　　　
藤原信実朝臣
六一
にもよるへき事也。裾野にいろこき紅葉なとか有しにても有へし。此撰者数多の書を顕はしあるは歌合の判なとに理ををしてとかくいひ給へる事の多きに。殊に老年に及ひ是しきのこと 御心の付さる事のあらんや。誠に一を知て十をしらさる井蛙の見といふへし
〈頭注〉
裾野の浅茅色付て後山々の紅葉の染るを見たる心也。
紅葉の深山より染る いふ吟味は事たらす。此注者の説も入不かなり。只みいたしたる景気斗をいふと見へし。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
後徳大寺左大臣
このもとに又ふきかへせから錦大宮人にみまししかせん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三五三）
から錦は紅葉をいふ。みましとは神代巻上に席
ミマシ
とも。御
ミマシ
席
とも書り。孝徳記御
ミマシ
座とも云り。敷物をいふへし。源語な
とにおましといふに同し。歌意はよそへ吹やりし唐錦 やうなる紅葉を又木のもとへ吹きかへせ。大宮人のしとねにしてしかせ申さんとの意也。後撰に紅葉莚ともよめ
〈頭注〉
後世にていはゝ木本に又吹かへせなといふ詞は女御入
内には禁忌なるへし。故人のさ様の事にかゝはらさる おもへ。
意あり
〈頭注〉なを赤きといひかけたる説いかゝあらん　
文治六年女御入内屏風に
　　 　　　　　　　　　　　
後月輪兼実
法性寺入
公也関白
道前関
忠通
白太
公男
政大臣
すそのより峰の梢にうつりきて盛り久しき秋の色哉
　（三五二）
此屏風は山野人家にもみち盛にして人々翫ふなと有。裾野より峰の梢まてあまたの紅葉に。こゝかしこ遅速有て。秋の色のさかり久しきを賞翫する也。すそのより峰にうつりて盛り久しき秋の色なといふ 祝 有へし。中宮を秋
ノ宮と
いへは后にうつり給はんの余意も有へき歟○或云花 外山 咲初て太山は遅し。 は深山より染て外山は後也。此歌紅葉の裾野より峰にうつ と 理り違へりなといへり。愚案一わたり さる事なれと詩歌の類を諷詠といふことに心の付さるひ こと也。 のありしまゝをしるす史記なとの趣に見ては違ふこと多かるへし。何のうへも主伴ある事をおもふへし。此歌は下より上に入内あることを諷したるか主にて。紅葉は伴也。凡そ伴 ちと理り有ても主には負る道理也。又必しも花 外山よ さき紅葉は深山より染るといふ事にもあらす 且は屏風の絵 趣
六二
新勅撰和歌集抄第六　
冬歌
　　
題しらす
　　　　　　　　　　
大伴池重
主イ
　
大伴池主万葉集
ニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　
民部丞
神無月しくれにあへるもみちはのふかは散なん風のまに〳〵　　　　　 　 　 　　　
（三六二）
万葉八に出て作者大伴宿祢池主也。歌意は此頃の時雨にあへる紅 は風の心のまゝに成て吹はやかてちりぬへしとおしめる也。まに〳〵は随
マニ〳〵
意とも随
マニ〳〵
とも書り。心のまゝにと
いふ程の事
〈頭注〉風のまに〳〵は風のまゝに也　　　
後冷泉院御時殿上のせうえうにおなし心をよみ侍ける
　　 　　　　　　　　　　　　　
中納言資総
中納言顕基男
もみち葉のなかれもやらぬ大井河かはせは波の音にこそきけ　　　　　 　　　　　　　　　
（三七一）
流れもやらぬ程に多きとかゝる意也。さて大井河の河瀬は紅葉の底の水音にしるよし也。川の瀬には水音のするもなれは也
〈頭注〉二三の句のつゝきの見やううるさくや
　　　　　　　　　　　　　　　　
権中納言実有
西園寺公経公男
木枯のさそひ果たる紅葉ゝを河せの秋と誰なかむらん （三五八）
上句は明也。下句は川せの紅葉の一しほを誰詠むらんと。紅葉の果
ハテ
をおしめる意成へし。 川瀬の秋とは。 紅葉の流るゝ
川面に。又秋の色の一盛賞すへきかあれは也。
〈頭注〉川水にちりはいたる紅葉を誰か賞翫してみるらんと水辺にある人をうらやむ也。　　　
九月尽によみ侍ける
　　　　　　　　　
入道前太政大臣
あすよりの名残を何にかこたましあひも思はぬ秋のわかれち　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三六〇）
後撰
　
別るれどあひも思はぬもゝしきを見さらんことのな
にかかなしき秋の別れに何といひをく詞もなく。是そかたみと残す物もなけれは。明日よりの名残をなにゝかこたんと嘆く意也。あひも思はぬはこ たは別れをおしみてし へ も。 は無常なれはつれなく暮行を ふなり
〈頭注〉
あひも思はぬの詞秋は無常なれはといへる理にわたり
ていかゝ也。こ たより したへるも秋はつれなく行といひて有なん。いせか歌の百敷も左様にみて有へし
六三
〈頭注〉
秋をとゝむる事あたはす。返したる関守か冬の夜のあ
けかたくしてつれなく残りたる月をはをのかとゝめたりし思ひてみるやらんといへるにや
　　　　
里に出て時雨しける日紫式部につかはしける
　　 　　　　　　　　　　　　　　　
上東門院小少将
雲間なく眺むる空もかきくらしいかにしのふるしくれなるらん　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
（三八〇）
隙もなくわが人を思ひてなかむ より空もといへり。空も又雲のはれ間なくかきくらしい に何を恋ふる時雨そと也。紫式部をおもひてなかめする事を。時雨の空によ へてかくいひやる也
〈頭注〉紫
朱
式部日記
　　　　
かへし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
紫式部
ことはりの時雨の空は雲間あれなかむる袖そかはくよもなき　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
（三八一）
後撰
　
神無月ふりみふらすみさためなきしくれそ冬のはし
めなりける上句は本歌をうけて。ふりみふらすみといへ 。空は理に
　　　
健保五年内裏歌合冬山霜
　　　　　　　　　
正三位家隆
鵲のわたすやいつこ夕霜の雲井に白き峰のかけ橋
　　
（三七五）
新古今家持
　
かささきのわたせるはしにをく霜の白きを見
れは夜そふけにける夕霜白き遥なる峰の梯を見て。家持の鵲のわたせるとよまれしはいつこの事にか。此橋のことにてもやあらんとうたかふさま也。此歌合左御製右家隆也衆議判云。右常のうたに侍らは らに沙汰に及 ましく侍るを 雲井に白き峰梯。凡俗の及ふべきさま 侍らすと申。猶依天気為勝云々
〈頭注〉いつこは何処也　　　
冬関月
　　　　　　　　　　　　　　　　
藤原信実朝臣
すまのうらに秋をとゝめぬ関守も残る霜夜の月は見るらん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三七六）
上句は朗詠三月尽に
　
留
レ
春不
レ
用
ニ
関城固
一。又九月尽の
詩にも此心あり。下句は一年の僅に残る霜夜の月は。関守も名残を思ひて見るらんとの意にや聞えかたき歌也。夫木抄帰雁に
　
雁かねの関とひこゆる名残おほみあかぬなかめ
をすまのうら人是らと大体同意成へし。須磨の関守は所からにや。ちと心有さまによめ 歌多し
六四
え侍れ云々
〈頭注〉
左今は日影なともしかとさえぬ体也。されとも夕日か
少しはうつるさまいかにも寒き景気也。此一二のつゝき様をこそ専一に読たき物なれ
　　　
百首歌よみ侍ける冬歌
　　　　　
兵部卿成実
大弐親言男
さゆるよは降やあられの玉、
朱
くしけみむろの山の明方の空
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三九五）
霰の玉とつゝけ。櫛笥の縁にてみとうけ明かたといへり。意は明也
落滝津岩きりこえし谷水も冬はよな〳〵ゆきなやむ也　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
（三九八）
岩きりこえしは。岩きりとをしなといふ詞に同し。岩にへきられなから水のたぎりてこえゆくさま也。一首の意は峰よりたきり落て。谷川の石 上を越行水も。此頃はよな〳〵氷に行なやみて音のたえんとする意也。松風巻
　
氷と
ち石まの水は 空行月 影そ流るゝ。古今
　
よしの
川岩きりとをし行水の音には立し恋 しぬとも
〈頭注〉岩きりこえし
て時雨ぬ雲間もあれと。我はそなたをしたひて眺むる袖の涙にかはく間もなきと也。よもなきのよは軽く見るへし
〈頭注〉
よもなきといへる此よの字は時といふ心也。古歌にあ
またよみたる事也。
月を思ふ秋の残
なこりイ
りの夕くれにこかけ吹はらふ山おろしの風
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三九〇）
月を思ひし秋の心の今猶のこりある夕くれに。月のさ りなるへき木陰を吹払ふ山おろしの風と有のまゝ いへり。今は月の比も過て風も寒く詮なき意を言外に含めり。異本の方にては猶よく聞ゆ。なこりの夕とつゝ は月は夕より賞すれは也
〈頭注〉
二三句のつゝきの説いかゝあらん。この注者は詞つゝ
きを捜ししたる事多し
　　　
千五百番歌合に
夕つくひさすかにうつる柴の戸にあられ吹まく山おろしの風　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三九四）
定家卿判云。柴の戸の冬の日影。あられ 音山おろ の風の気色。めのまへにうかへる心ちして実におかし こそ見
六五
　　　
      
朱
しもとい
ゆ ゆ
ふはかつらきの枕詞也。まなく時なしは時のまも
　　
      　
朱
朱
なくにてたゝ隙なく雪のふる事也。古今
　
しもとい
ゆ ゆ
うかつ
　　
      　
                                                   
朱
らき山にふる雪のまなく時なくおもほゆる哉
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
正三位家隆
明わたる雲間の星の光まて山のは寒し峰の白雪
　　　
（四二四）
月わたる雲間の星雪 かゝやく山端のけしき詠吟するにも寒気を催すばかり也
〈頭注〉山のはとみね　　　
高陽院家歌合に
　　　　　　　　　　　　　
康資王母
ふみみ
朱
けるにほの跡さへおしき哉氷のうへにふれる白雪
　　
誠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（四二七）
氷の上の雪を賞して。鳰鳥の足跡を付るさへおしきと也。にほは俗にかいつぶりといふ鳥といへり。和名抄云鸊鵜
和名尓保
野鳧小而好没水中也云々
　　　
家歌合に暮山雪といへる心を
　　　　　　　　　
前関白
　　　
千五百番歌合に
　　　　　　　　　　　　
冝秋門院丹後
冬のよはあまきる雪に空さえて雲の波路に氷る月かけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（四〇二）
天きる雪のよの空さむく月も氷て見ゆると也。雲の波は拾遺人丸歌にもよめり。天きるの詞春の上に委し。雪に空をさへぎる意也
〈頭注〉
あまきる雪とは今ふる雪の事を云。つもりて晴しをは
いはぬ詞也。さるを雲の波に氷る月といへるかいかゝあらん。雪の降中に月はみえましき雲也
　　　
百首歌雪歌
　　　　　　　　　　　　　　　　　
前関白
いる人のをとつれもせぬ白雪のふかき山路を出る月影 （四一八）
古今
　
みよしのゝ山のしら雪ふみ分て入にし人のをとつれ
もせぬ
　　
歌意は明也
〈頭注〉いる人とは入し人といふ也　　　
朱
しもとい
ゆ ゆ
ふかつらき山のいかならん都も雪はまなく時なし
　　
朱
　　
                       　　　　　　　　　　
 （四二二）
六六
ものゝふの矢と添て年の矢のはやき意も余情にこもるへし
〈頭注〉もの
朱
ゝふは多き故八十と云し也
　　　
武将の枕詞の説注者の釈なるへし
（ひらい
　
けいこ／平成一四年度博士後期課程修了）
暮やすき日数も雪もひ
朱 さにふるみむろの山の松の下おれ
　　　　　　　　　
久
　　　　　　　　　　　　　
（四三四）
万葉
　
月も日もかはり行とも久にふるみむろの山のとこみ
やところ冬のくれやすき日数も雪も久しくふりつもりてみむろ山の松の下おるゝさま也此歌 久にふる身と添ていさゝか述懐を含みたる成へし
〈頭注〉
ひさにふるみのつゝき例の見成ぬるへし。述懐にはあ
らしむ斗の事なとに 。此は作者に述懐ある事覚束なし。中宮の御父にて御子に関白を譲給ひし御人也
　　　　
題しらす
　　　　　　　　　　　　　　
鎌倉右大臣
ものゝふの八十う
山城
ち河を行水のなかれて早きとしの暮哉
                                           （四三七）
新古今人丸
　
ものゝふのやそうち川のあしろ木にいさよふ
波のゆくゑしらすも古今
　
きのふといひけふとくらしてあすか川流れてはやき
月日也けり光陰流水のことく。一年のはやく暮行を歎 たる也。ものゝふは枕詞なから武将の事なれは御身の述懐と聞ゆ 又
